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― 世界の難民情勢

― はじめに～世界難民の日を終えて～

2024年の世界難民の日も、日本各地で難民支援の共感と
支援の輪を広げるさまざまなイベントが行われました。
人道危機が過去最大に拡大している世界情勢において、
とても大きな意味があります。
そのなかで6月20日を中心に、日本各地のモニュメント
が平和を祈り、UNHCRブルーにライトアップされました。
その数は過去最高の59か所にのぼりましたが、仏教界に
の皆様方には、以下の寺院の方々にご協力をいただきま
した。

・大船観音寺（神奈川・鎌倉）
・身延山久遠寺 三門（山梨・南巨摩郡）
・東寺 五重塔（京都）
・上寺山餘慶寺（岡山・瀬戸内）
・備中国分寺五重塔（岡山・総社）

（順不同・敬称略）

ご参拝された方、SNSやWebでこの灯りをご覧になった
方々にとって、平和を祈り、難民や国内避難民として困
難に立ち向かっている人々に心を寄せる機会が数多く生
まれたと推察いたします。
この場を借りて、深く御礼申し上げます。
また、このライトアップにご関心をお持ちの皆様方は、
いつでも担当までご連絡いただければ幸いです。

2024年の世界難民の日について
詳しくはこちら⇒

紛争や迫害による世界の強制移動の数は、2024年5月末の
時点で、1億2千万人以上に達し、12年連続で増加してしま
いました。全体数が4000万人以下だった2011年の3倍以上
にまで膨れ上がっています。
また、難民、国内避難民の40％が18歳未満の子どもであり、
若い世代の今と未来が脅かされています。
難民の主な出身国は、アフガニスタン、シリア、ベネズエ
ラ、シリア、南スーダンと73%が5カ国に集中している現状
があり、一方で難民の主な受け入れ国は、イラン、トルコ、
コロンビア、ドイツ、パキスタンとなり、39％はこの５か
国に集中しています。
2023年はさらに、スーダン、アルメニア、ガザ等の人道危
機が加わって長期化しており、メディアにも取り上げられ
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ているように、その状況は過酷さを極めており、悲劇と憎しみの連鎖を断つためにも、世界中からの支援
が必要とされております。
一方で、故郷を追われていた610万人の人々が帰還できていることなど、希望の光も確実にそこには見えて
います。より一層、平和を希求する世界中の団結が求められています。
ただ、気候変動の影響を受けた強制移動の課題も年々大きなものになってきています。今年に入っても、
3～4月にかけて、エルニーニョ現象に関連した異常な豪雨が東アフリカ全域に降り注ぎ、4～5月にかけて
はブラジル南部に地域史上最大規模の大雨が降り注ぎ、5月にはアフガニスタン北部、7月には同様にカ
ブール州等中部・東部が大雨に見舞われ、各地で壮絶な大洪水が起き、数えきれない人々が被災し、住み
慣れた故郷を追われ、多くの人々が死傷しています。この気候変動に対しても対策が急がれています。



最新情報を「心を寄せて」特設Web
ページに随時掲載しておりますので、

ぜひご覧くださいませ。⇒⇒⇒
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― 難民選手団の活躍

―世界各地の難民支援の現場より

― ご協力のお願いと窓口について

今年開催のパリ2024オリンピック競技大会およびパリ2024パラリンピック競技大会では、前回の東京大会
に続き「難民選手団」が活躍します。スポーツは単なる”試合”ではない。国境をこえて、人と人をつなぐ
力があります。その象徴が「難民選手団」です。紛争や迫害により故郷を追われた難民アスリートによっ
て構成され、パリ大会では、オリンピック難民選手団は37人、パラリンピック難民選手団は8人が出場し、
共に最多となります。
UNHCRは、国際オリンピック委員会（IOC）、国際パラリンピック委員会（IPC）と連携し、さまざまな
困難に直面しながらも夢に向かってトレーニングに励んできた難民アスリートをサポートしています。
難民支援の現場において、スポーツは単なる余暇以上の大きな意味を持っています。時には人を癒し、希
望となり、未来を切り拓く力となっています。今回パリ大会に出場するアスリートは、想像を絶する困難
を乗り越えて、競技の場に立っています。その勇姿で世界中に勇気を届ける難民選手団に声援をお願いい
たします。

【ウクライナ】

2022年2月からつづくウクライナへの大規模な侵攻開始から
2年以上が経つ今も、人々は激しい攻撃によって生活を打ち
砕かれ、ウクライナ国内外で避難を強いられています。
ウクライナ国外に逃れる難民は2024年6月現在で655万人以
上に、また同4月現在で、354万人以上が国内に避難を強い
られています。そして同7月、キーウ、クリヴィー・リフ、
ドニプロ、ポクロフスクの各地で、小児病院を含む組織的な
攻撃があったことをニュースでご覧になったかもしれません。
すでに多くの人々の死亡が確認されており、その数はさらに
増えている状況です。
UNHCRとパートナー機関はすでに、家やアパートが被害を
受けた多くの人々に緊急シェルター資材を提供して対応して
います。また、被災した人々にとって必要な心理社会的支援
も継続して行っています。

2024年7月ミサイル攻撃を受けたキーウの様子 ©OCHA

UNHCRはアフガニスタン北東部で洪水の被害を受けた
村民を支援している © UNHCR/Wahid Ahmad Enayat

【スーダン】

2023年4月にスーダンで勃発した紛争は今も続き激しさを
増しており、2024年7月の段階で、1000万人以上が国内外
に避難を強いられ、スーダン全土で多くの人々が緊急性の
高い食料不安に陥る事態となっています。
紛争だけでなく、洪水等の自然災害、疾病の発生といった
危機にさらされ、多くの人々が苦しんでいるこの地域の危
機には関心が集まりづらく、「忘れられた危機」として、
恒常的に資金不足に陥っています。そのなかでもUNHCRと
パートナー機関は支援活動にあたっていますが、危険度も
高く、困難を極めております。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

https://www.japanforunhcr.org/news/2024/japanbuddhistfederation

スポーツと難民について（難民選手団についても記載）詳しくはこちら⇒

伝統仏教界の皆様方には、長きにわたりご協力をいただいております
が、人道危機が拡大しているなかで、ぜひ今一度、難民支援の御力添
えをいただければ幸いです。
皆様方の御力は、世界各地の難民支援の現場で、緊急的に命を守る支
援だけではなく、避難した先で人権を守り、教育や就労などを支え、
未来を守る大きな力になります。皆様方のさらなる御力添えを、何卒
よろしくお願い申し上げます。ご不明な点やご要望など、ぜひいつで
も担当までお問い合わせくださいませ。

チャド国境に到着したスーダン難民の列。© UNHCR/Colin Delfosse


